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要冒

図書館における展示に対する関心が、館種を間わず高まっているロ大学図書館における展示の動向について述

べ、文化学問大学で筆者が担当している司書課秤の「児童サーピス論」における展示の実践事例を取り tげた。
学生一人一人が自分の読書体験を基に、こどもたちに読ませたい本を選んでPOP(書庖で行われているような、

おすすめ本音紹介したメッセ」ジカ」ド)を作成し、そのPOPと本を文化学園図書館の展示コ」ナ」に展示した。

学生は「こどもたちに読ませたい本jの遺書を通して、発達段階に即した読書の必要性について理解し、自分

自身のこども時代の読書体験を振り返り、こどもの頃読んだ本を読み返し、新たな観点でこどものための本を評

価することができた。学生はそれぞれ工夫を凝らしたPOPを完成し、大学図書館に展示した。この展示を通し

て、学生は利用者と本の出合いや教員、学生、図書館員聞の情報共有や伝達、人的交流に関する貴重な場を得る

ことができた。さらに、司書課程の学生が展示という司書の仕事を学ぶ上で、大学図書館での体験が有効である

ことを確認することができた。

@キーワード目図書館(Library)/展示 (Display)/児童書 (Child時 n'sbooks) 

しはじめに

図書館における展示に対する関心は館種を閑わず各図

書館で高まっている。利用者に資料に対する関心を喚起

きせ、理解を深めて活用してもらうために図書館は、さ

まざまな努力と工夫を行っている九館内展示を企画実

施することで、これまで図書館を訪れたことのなかった

利用者が実際に来館し、リピーターとして繰り返し訪れ

る機会を作ることができる。また、インターネット上で

のデジタル画像類を用いた展示で図書館のウェプサイト

を訪れたり、実際に図書館に足を運ぶ利用者数の増加を

図ることができる。しかし、日本の図書館における展示

についての研究は充分には進んでおらず、まだ突電車調査

や事例報告を積み重ねている段階にあるといわれる。

大学図書館においても、東京大学附属図書館mや早

稲田大学図書館 3)のように、貴重資料デジタJレコレク

ション等、特定テーマに関する展示や新着図書の展示等

が行われている。また、これまでとは異なった多様な切

り口での展示も実践され始められている。

本学の図書館も、インターネット上に貴重脅デジタJレ

アーカイプ(服飾とその周辺分野における文献、特に

16世紀から 19世紀までに刊行された図替や雑誌、

文化学園大学轟代文化学穆紘製図書錯情儒学

7ァッションプレート等)のコレクションのデータペ-

A 4)、文化学闘に属する機関の研究成呆等を集積した機

関リポジジトリ 5)の公開等を進めている。

このように本大学図書館のメリットや特性をさらに生

かし、学生や教員が取り組んだ日常的な授業成果を身近

な大学図書館での展示を通して紹介することができるの

ではないか。既存の展示施設の活用や構成員としての教

員や学生と図書館員などの協働により、図書館が保有す

る資源をよりよく活用し、その成果を、効果的、効率的

に発表することができるのではないかと考えた。

本稿では、大学図書館における展示の動向・学牛ム参加

の型の展示について述べ、さらに筆者が担当している司

書課程の「児童サ」ピス論」の授業における事例をとり

あげる。学生が自分の読書経験を基に、こどもたちに読

ませたい本を選んでPOPを作成する。その POPは大学

図害館の展示コーナーに展示する。そして、その成果を

通して、大学図書館における展示について考察する。

1 大学図書館における展示の動向

1 大学図書館における展示の目的や意義の変化

大学図書館における展示活動の目的と意義を、篠塚富
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士男 6)は先行研究を基に、次のように整理している。

図書館の展示には次にあげる 4つの目的、①メモリア

ル・セレモニー、②教育・研究目的、③図書館の広報・

利用教育の一環、④エンターテインメントとしての展示

があるといわれる 7)。従来の展覧会では①と②のタイプ

のものが多かったが、③や④のタイプを重視する傾向が

進んでいる。さらに、従来のように、大学の構成員に向

けた展示会だけではなく、大学の外側に向けた地域貢献

の観点から、生涯学習の場としての展示会の要素が付加

され、資料の見せ方等に工夫が求められるようになって

きた九

また、展示の性質や利用者のタイプから見た展示の目

的としては①貴草書紹介、②テ」マに関する蔵書紹介、

③目録の使い方、資料探索法などを説明する利用者教育

や利用指導、④学生にゆとりの時聞を設ける利用空間の

快適性の提供の4つをあげることができるべ

図書館で展示を行うことには、①利用者に対して資料

への興味や知識欲の向上や資料活用を喚起する啓蒙活動

的な意義、②図書館や大学の社会へのアピ-}レ、地域貢

献の一環としての広報活動としての意義、③図書館職員

に対して企画力、専門的知識の活性化などをもたらす人

材育成活動的な意義の 3つがあるとされる 10)。

さらに、篠塚は国立大学の法人化が進められると、大

学図書館の公開やサ」ピλの範闘拡大が行われ、大学の

構成員以外の地域社会への貢献も重視した展示が実施さ

れるようになったと指摘している。このように、大学図

書館が行う展示は、もはや従来の単なる集客効果だけで

はなく、より多面的で新たな効果を生むことが期待され

ているのである。

2 日本の大学図書館における展示に関する実態調査

大学図書館における展示の効果をみるには、日本の大

学図書館における展示に関する全同規模での実態を把握

する必要がある。比較的大きな規模の調盗としては、問

中麻巳が『日本の図書館 e 統計と名簿J2011年版11)に

掲載されている 4年制大学の図書館 1，391館を対象に

2012年5月に実施した郵送による調査がある lao

この調査に回答があったのは、全体の 59.8%にあた

る832館である。その内訳は国立大学182館 (62且%回

収)、公立大学 71館 (57.3%回収)、私立大学 579館

(59.3%回収)である。どの館積も 6割程度の図書館が

回答したことになる。「展示」とはこの調査では、「学内

で、主に大学の構成員に向けて図書館資事樽を展示する

制 l加問問問醐大時間開

活動Jとして定義づけられている。展示内容には貴重曹

展示昔、ら新着資料を含む幅広い展示が含まれている。

調査項目としては、①展示の重要性、②展示スペース

有無、③展示実施の有無、④展示実施の目的、③展示の

担当者、⑤展示業務の位世づけ、⑦展示の評価・効果へ

の関心の7つが設定されている。

この調査に回答した832館中の7割にあたる 557館が

展示を実施していると回答している。展示実施回数は 5

囲が最も多く、平均5必回実施されている。図書館費

総額、職員数、延床面積が少ない館ほど展示を実施して

いない傾向がみられる。設備としての展示コーナーを有

する館は半数以上の457館をしめ、スペースがないと回

答している館は 232館で3割弱を占めている。少ないが

展示コーナー以外に展示施設や展示室を有する図書館が

ある一方で、展示スペースを持たないものの、カウン

タ}の周りや館内のあいているスペースを利用した展示

を行っている図書館もみられる。

展示を実施する目的としては、「特定主題やテーマに

関心を持ってもらうためJ、「普段触れ合う機会のない資

料を見てもらうためJ、「読書をしようという気持ちを喚

起するためJが圧倒的に多い。回答館の 6割が展示を

「重要」と考えており、図書館費総額、職員数、延床面

積が多い館ほど展示を重視する傾向がみられる。

この調査結果から、現在、展示を重要と考えて、必要

不可欠とみなしている図書館がかなりの数で存在してい

ることや、図書館における展示は図書館費総額、職員

数、延床面積等の規模が大きな館ほど重要視し実際の実

施率も高く、規模が小さい館ほど展示が実施しにくい環

境にあるととがわかる。

展示担当者については、展示を実施していると回答し

た570館のうち、複数回答で図書館員 553館 (97.0%)、

学生 104館 (18.5%)、教員 97館 (17.0%)、図書館員以

外の職員 34館 (6.0%)、附属博物館等の学芸員 7館

(1側、その他17館 (3腕)という結果になっている。

展示の準備、企画、実施の各段階での担当者聞の分担や

協力がどのように行われているかは、この調査のみでは

不明だが、ほとんどの場合は、図書館員が展示担当の中

心的役割を果たしている。しかし、学生や教員の協力を

得て展示を行っている図書館も 2割弱は存在しているこ

とがわかる。

「展示を実施していない」と回答した 248館に対して、

展示を実施しない理由をたずねると、「必要だが実施で

きない」という回答が最も多く、その理由としては IA



ベ}スがないJ、「時間的余裕がない」、「適切な展示品が

ないJ等がみられる。

展示のほとんどは図書館員が中心となって実施してい

るという回答結果と、必要性を感じながらも実施できな

いという回答を考え合わせると、展示を実施する上での

図書館員の業務量における負担の大きさが影響している

ことが捗測できる。このことは、大学図書館の現場にお

いて、大学の構成員である教員や学生などによる人的な

協力体制が構築され、展示スペースや展示物の選定での

支援が得られれば、展示を実施できないと回答している

図書館においても、展示を開催できる可能性があること

を示していると考えられる。

凪大学悶書館における学生参加

1 遺書ツアー

近年大学図書館では学生参加型の図書の選書が行われ

ている。プ、ノクハンタ-(本を選ぶ人)は学生である。

学生が産接書唐に行って、図書館に置いてほしい本、読

みたかった本、ゼミで薦められた本、興味を持った本を

選ぶという選書ツアー(ブックハンティング)が大学図

書館で実施されている。図書館員が直接書底に赴いて図

書を買うという脂頭選書は、以前から行われてきたが、

図書館員ではなく、利用者である学生が自ら脅庖で図書

を買う方式である。

2 POPの展示

ブックハンティングに参加した学生がポップPOP

(書唐で行われているおすすめ本を紹介したメッセ」ジ

カー~.)を作成して、図害館内や害居内に展示している

大学図書館も増加している回。 E寧2節でとりあげた

実態調査で、展示を学生が担当して実施していると回答

している館の中にはこうした選書ツアーの成果を生かし

た展示も含まれている。

さらに、大学図書館によっては、害賠で販売促進用の

ためにポップを作成している書庖員を講師に招いて

POPの講習会を実施し、その講習会で学生が作成した

POPを展示している図書館もみられる凶。

3 図書館が実施する POPコンテスト

図書館利用と読書推奨活動促進の一環として、 POP

コンテストを開催している大学もある。作品を募集し

て、応募作品の中から、図書館員や利用者等の投票形式

で受賞作品を選ぴ表彰している。その選考結果を図書館

報やインタ}ネット上の図書館ウェプベ]ジに紹介して

いる図書館もみられる。

たとえば、弘前大学附属図害館では、大学園害館が所

蔵している図書についての POPを作成して、投薬で大

賞、優秀賞等を決めて表彰しているお)。また、成撲大

学図書館では、書庖の庖員を講師に POPの書き方講習

会を関催しており、書評&キャッチコピーコンクーJレも

実施されている。入賞作品は大学図書館に展示するだけ

ではなく、コラポレーションしている書j苫にも展示して

いる回。

大学図書館での展示は大学内に留まらず、書庖との連

携、地域への広がりを見せているのである。

w.大学生の運んだ「こどもたちに読ませたい本Jの展

示の実践

1 図書館で展示を行った経錦

今回、本学大学図書館で資料展示を行うに至った経緯

について述べる。

文化学園大学現代文化学部司書課程では、主に都道府

県や市町村立図書館などで働く図書館司書の資格を取得

することができる。司書は、資料の収集、分類、整理、

貸出、利用者からの質問に応えるレブアレンスサーピ

ス、児童サーピX等の仕事に携わっている。これは、筆

者が担当している 2015年度後期に開講した司書課程の

児童サ}ピス論の授業での実践事例である。

児童サーピス論では、学生は乳幼児からヤングアダル

トまでの児童を対象に読書の楽しさを育むために展開さ

れている様々な児童サ]ピスの実際を学ぶ。この授業の

中で、学生が「こどもたちに読ませたい 111引を選ぴ、

その本を紹介する POP(書庖等の売り場で行われてい

る腐頭広告)を作成することを取り上げた。大学生とし

て、対象年齢に配慮しながら、自分の体験を振り返ると

ともに、こどもたちに読ませたい 1冊を選ぴ、自分なり

の工夫を凝らして POPを作成した。

この POPと本を、本学図書館の展示コ」ナ」に置き、

教員や学生に広く紹介したいことを附属図書館に説明

し、打診した。大学図書館が趣旨を理解していただき、

遜常は新着図害を展示している入口左側の展示ケ}ス

(第 1凶)を使用し、 POPと本を対応させて展示できる

ことになった。

展示ケース(大きさ 130cmx 260四 x30叩)は、利

用者が図書館に出入りする際に必ず通る地下 1階の入口

左側壁面に位置している。図書館の入口は、教員や学生

文岬日加問醐大輔師向r;盟



第 1図 図書館入口の展示ケース

がカフェテリアや購買施設等に移動する際の通路に面し

ている。展示ケースは壁に埋めこまれた形式になってお

り、内部の棚の角度や棚数は変化させることができる。

そして、この展示ケースは今回の展示で学生たちのモチ

ベーションを高めるための最高の場となった。

2 授業で「こどもたちに読ませたい 1冊」をとりあ

げ、展示を行う目的

児童サーピス論の授業の中で「こどもたちに読ませた

い1冊」を選ぴとその展示を取り上げる目的は次のよう

なものである。

(1) rこどもたちに読ませたい 1冊」を選ぷ目的

児童サービス論の授業を通して、学生は、こどもの発

達段階を理解し、各段階に適した読書の必要性について

学ぶ。学生自身が自らのこども時代の読書体験を振り返

り、これまで読んだ本の中から、自分がお気に入りで繰

り返し読んだ本や最近出版されて興味を持った本等につ

いて考える。

自分はなぜ、その本に興味をもったのか、こどもで

あった自分が興味を持った理由や今自分がその本をこど

もたちに読ませたいと評価する理由を考える。学生は、

本を選ぶにあたって、こども時代に読んだ、本を読み返し

たり、新たな観点からこどものための本について考えた

りする機会を持つ。

学生たち自らが読書の楽しさをこどもたちと共有し、

読書の必要性を次世代に伝えるにはどのような工夫が必

要かを考える。図書館の司書の仕事を学ぶ過程で、効果

的な読書推奨の方法を具体的にとらえ直す。こどもたち

に読ませたい本を選ぴ、選ぶ段階で明らかになったそれ

ぞれの本の特徴を生かして POPを作成する。 POPの作

成を通して、選書の楽しさや難しさを自分なりに体験す

ることが目的である。
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(2) rこどもたちに読ませたい 1冊」を大学図書館で実

際に展示する目的

作成した POPと本を大学図書館に展示する目的とし

ては、次の 3つを想定した。

①授業で作成した作品、成果を広く紹介することで、

利用者に本との新たな出会いを提供する。

②授業を通じて司書が担当する展示という仕事の準

備、企画、実施の一端を担い、業務を体験してみる。

③図書館の現場で仕事を体験する機会がない学生が実

務を体験し、業務に興味を持ち、展示の効果や重要

性、難しさを具体的に学ぶきっかけとする。

ここでは、作成した作品を授業内の作品制作や成果に

とどめず、教室を出て大学図書館という場に展示する。

教室で得た知識や情報は、学生たちによってどのよう

に、伝達され、交流し、共有されるのか。学生が図書館

という現実の場での展示を経験することで、学びの楽し

さにまで高めることを期待している。

3 POPづくり

各学生はそれぞれに対象年齢を設定し、本を選び、紹

介のための POPを作成した。本の書名等と学生がつけ

たキャッチコピーは第 1表に示したとおりである。

第 1衰 「こどもたちに読ませたい 1冊」のリスト

『書名jI著者、出版社(初版年)、対象年齢

学生がつけたキャッチコピー

『あらしのよるにj Iきむら ゅういち著講談社
(完全版2014年)、 5歳~

嵐の夜に出会い、姿が見えないまま友達になった狼とヤギ。食
べる者と食べられる者という二匹の聞に友情は成り立つのか

つ

『エルマ のぼうけんJIルス・スタイルス・ガネット著
渡辺茂男訳福音館書庖 (1963年)、 7・8歳~

アニメ映画化した作品!
幼児がはじめて手に取る官険ものがたり

『おさるのジョージJ/Mレイ. H. A レイ原作
福本友美子訳岩波書庖 (1999年)、 4・5歳~

みんな大好きジョージのおはなし
きょうはきいろいおじさんとチョコレートこうじようヘ
ジョ ジといっしょにみにい乙う!

『おなベおなべにえたかなっJI小出保子著福音館書庖

(1997年)、 3歳~

あったかいイラスト あったかいスープ心あたたまるストー
リ 乙の絵本を読むとあったか~~いスプが飲みたくなり

ます!

『カラフJレJI森絵都著講談社
(1998年)、中学生~



「世界はたくさんの色に満ちている」ぐっとくる、ハートウォー

ミングストーリー

『狐首のかなたj/上橋菜穂子著理論社 (2003年)、

小学上級~

ど乙までも走ってよいのだ。いのちがつきるときまで。美しく

停いファンタジ一時代小説

『スイミーJ/レオ・レオ二作谷川俊太郎訳

好学社 (1969年)、 5・6歳 ~

伝えたい3つの乙と

.自己発見と自己実現

.知恵と勇気を振り絞って新しい世界へ

.個性と役割

『だいすきのしるし.1/あらい えつ乙著

岩崎書庖 (2013年)、 3歳 ~

今日は、れなちゃんの幼稚園の発表会。でも、おかあさんが来

られなくなっちゃった…そんなとき、ある特別なおまじないが

あるのです。…親子の幹の物語

『だるまちゃんとてんぐちゃん.1/加古里子著福音館書庖

(1967年)、 3歳 ~

好きな人の真似って ついしたくなっちゃうんですよね。

『ねずみのとうさんアナ卜-)レ.1/イブ・タイタス著

晴海耕平訳童話館出版 (1995年)、 8・9歳~

幸せのきっかけは…チーズでした!

「おもしろいぜひ読みなさい」 アナ卜ール

『ママがおばけになっちゃった.1/のぷみ著

講談社 (2015年)、 3歳~

お化けになっちゃったママとかんたろうのちょっぴり切ないお

はなし

POPと本の他に書名、著者、出版社、出版年を表示

し、本を選んだ学生の名前を記したプレートを用意し

た。学生の名前表示はペンネームを含め、本人の希望に

あわせた。展示棚の中心には、学生が作成したタイトル

画(第 2図)と展示趣旨についての説明を添えた。

第2図タイトル画(鈴木英美作成)

POPに用いる素材や画材等は特に指定せず、学生一

人一人が、それぞれ思い入れのある l冊を選ぴ、自分な

りに工夫を加えた。立体的作品もみられ、個性的なデザ

インの POPを作ることができた。 POPの大きさは A4

以下とし、作成方法は手書き、あるいはパソコン等を用

いてもよいことにした。

4 学生の選んだ本に対する他学生の感想

学生一人一人がこどもたちに読ませたいと思った本を

選んだ理由について発表を行い、他の学生との意見交換

を行った。こどもの時に読んだ時の感動を思い出した

り、懐かしいと感じたり、閉じ作品が大好きだ、ったな

ど、学生聞で情報の共有や交流をすることができた(第

2表)。

第 2表学生が選んだ本に対する他学生の感想

書名 学生が選んだ本に対する他学生の感想

あらしのよ 大好きな本で、自分もドキドキにしながら読んだ。

るに v狼の葛藤がほっ乙りする。 v小学生の頃に話題

になり、映画もみたが、本は読んだととがなかっ

た。 vシリーズがあるのを知らなかったので、読

んでみたい。 v小学生時代に親が読み聞かせてく

れた。絵のインパク卜がすごい。 v絵は背景が黒

で線がカラフルで珍しい。

エルマーの 子どもの頃に家にあって、何回か読んだ。 Vアニ

ほうけん メもあり挿絵がかわいくて、全世界から愛される

本だと思う。 v小学生の時に教科書で読んだ乙と

があるが、改めて読んでみたい。 v所々を読み聞

かせで聞いた乙とがあるが、自分できちんとよん

でみようと思った。 v昔大好きだった木だが、今

また読むと新鮮だった。 v冒険ものの本はワクワ

クして先を読むのが楽しみだった。

おさるの おさるのジョージシリーズは私も大好きで、いろ

ンヨーン いろな話があるので、懐かしくてまた読んでみた

いと思った。 v小さい乙ろに読んでいて、黄色が

印象的だった。どのシリーズも大好きだった。

おなベおな 実際にタンポポのスープが飲みたくなったという

ベにえたか 紹介のように、温かみのあるイラストですごく惹

な? かれた。 vお鍋を擬人化しているのが面白い。お

鍋が良い人すぎると思った。 vお話のテンポがよ

く、親子で楽しめそうな絵本だと思った。 v今ま

で知らなかった本だが、タンポポのスープが飲み

たくなった。 V主人公のきつねといたちの兄弟の

他のシリーズを読んだ乙とを思い出した。セリフ

のないキャラクタ一(はっぱにスープをいれて運

ぷアリなどの描写)にも注目してしまった。可V絵

が特徴的で鍋の顔も全部違って面白い。私は好き

な絵の本だけしか読まなかったので、初めてのタ

イプの絵だが、乙うした絵も子どもは好きなのか

と驚いた。 v初めて読んだが、 『グリとグラ』の大

きなカステラを思い出した。絵本の中の食べ物は

夢があってすてきだと思う。 V話の長さもそれほ

ど長くなくて、読みやすい本だと思った。本に出

てくる料理はどれもとてもおいしそうに見える。
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カラフル 表紙が黄色 1色でシンプルな印象的な本だと思つ

た。挿絵がかわいく、読みやすそうな小説だと思

う。 V母に勧められて読んだ。推理しながら読ん

でいたので、途中で結末がわかつてしまったが、

あの世と乙の世の話といったテーマで書かれた内

容は実に面白かった。可V森絵都の文章はやわらか

くてとても優しいと乙ろが好きだ。話も面白くリ

ズムもよく、あっという聞にひきとまれる。設定

も面白く、もし自分が他の家の子になったとした

ら...とよく考えた。

狐笛のかな 表紙がとてもきれいだと思った。私はよく表紙の

た 印象で読む本を決めるので、読んでみたいと思つ

た。獣の奏者工リンという他の作品を読んだとと

があるので、乙の作品も読んでみたいと思った。

人物紹介が載っているのがとても嬉しい。 V守り

人シリーズを何冊が読んだ乙とがあり、名前は

知っていたので、乙の本も読んでみたい。 V私も

上橋菜穂子の本は大好きだが、乙の本は読んでい

なかったので、ぜひ読んでみたい。 vファンタ

ジ一小説、まず表紙や挿絵がすごくきれいだと

思った。じっくり読んでみたい本だと感じた。 v
『精霊の守り人』は読んだ乙とがあるので、乙れも

気になる本だ。上橋菜穂子の本は言葉がきれいで、

世界観に引き込まれる。

スイミー 教科書で乙の話を知った。中学校の家庭科で好き

な絵本の一節を発表する授業があり、スイミーの

たとえがとても好きで「ドロップみたいな」の文

を選んだ。 V絵のタッチや表現が独特できれいな

日本語訳が個性的な本だと思う。 V個性の大切さ

を学んだ。小さい頃に読んだ暖昧な記憶しかな

かったので、今回改めて読んで、絵のすごさや内

容を知る乙とができた。乙どもの乙ろは流し読み

で内容も頭には入って乙なかったが、時聞がたつ

て読み返すと良さが伝わってきた。 v話のあらす

じは覚えていたおり、絵は忘れていたが、絵の雰

囲気が好きだったのを改めて思い出した。英語版

は知らなかったが、簡単な文なので英語の勉強に

散光にしやすいと思った。 v自分以外、仲間がみ

な食べ垂れてしまったのに、くじけずに前向きに

生きる姿勢がよいと思った。 v教科書に載ってい

て大好きな話だったので、よく覚えている。スイ

ミーの表情が変わって、とてもかわいい。

だいすきの 初めて読んだが、絵もきれいでとても好きになっ

しるし た。自分がお母さんになったら、ぜひ子供と一緒

に読みたいと思った。 vやさしい雰囲気のイラス

卜であたたかみのある絵本で感動した。 V淡い絵

や絵柄が素朴でやさしい感じできれいな絵本だと

思った。内容的にはありがちなものなのに、とて

もひきつけられた。 V絵は柔らかい雰囲気で主人

公の表情が細かく描かれているので、どんな気持

ちなのかが伝わり、つい応援してしまう話だと

思った。弟の心配を忘れないのがかわいい。 V主

人公の女の子はお母さんが発表会に来れなくなっ

て、寂しいながらも弟を思いやる気持ち、そして

きてくれるのではないかと期待していると乙ろが

かわいくて良い子だと思った。

ママがおば ニユースで話題になったのを見て、気になってい

けになっち た本だった。実際に読んでみると、ユーモアもあ

ゃった り、面白い絵本だと思った。 vシリアスな内容な

のに、コミカルに描かれていて面白いと思った。

v初めて読んだが、絵本でおばけというと悪いと

とをするとおばけが来るという教育的な内容が多

いような気がしていた。しかし、乙の本は大人で

も興味が出る感動的な内容で珍しいと感じた。可V

物語のあとにお母さんへのお手紙を書くスペース

があり、子どもからお母さんへのプレゼン卜にも

いいと思った。

V.展示

展示期間は 2016年 6月 17日から 7月 15日までのほ

ぼ 1か月に設定し、 6月 17日には学生と筆者で、展示

棚に本を配置した。

本の大きさや画の色、画と文字の分量等を配慮しなが

ら、展示棚に配置した(第3図)。この展示用の棚は図

書館の入口の外側に位置しており、ケースの前面にガラ

スが入っているため、利用者は直接手にとって本のペー

ジをめくり、借りることはできない。そこで、本はでき

るだけ広げた形で飾り付け、一番よい場面を選んで本文

が読めるように配列した。

たとえば、左下の『スイミー』のように英語版と日本

第3図実際の展示
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語版が出版されている場合は表紙と本文や絵が分かるよ

うに対照させて展示するなど、それぞれの本の特徴にあ

わせて工夫Lて展示を行った。

羽剛「こどもたちに読ませたい本の展示」をふりかえっ

て、感想と考察

受講後にアンケートを実施した結果、展示の各段階に

ついて、学生からは次のような感怨がょせられた。

1 授業を振り返って

(1)遺書に関する学生の感想と考察

・選書については、 1冊を決めるのに苦労し、家族にも

相談して本を選んだ。本を決めるまでにさまざまな絵本

を読んで、懐かしい気持ちになったり、背から知ってい

る絵本でも当時とは違った見方ができたり、新しい発見

などがあって楽しみながら選ぶことができた。

・こどもに読ませたい本の選び方について、本に触れる

入り口として一つシリーズものを好きになってほしいと

考え、『おきるのジョージjを選んだ。 l冊で終わるの

ではなく続きの話やキャラクタ]を通して、次の本を手

に取るきっかけの111昔にしてほしいと考えたからである。

〈考察〉

それぞれの感想から選書を過して、学生自らがその難

しさと楽しさを実感していることがわかる。学生は対象

年齢を設定して本を選ぴ、読書体験を振り返って思い出

の本を読み返し、今話題の新たな本を読むなど、自分な

りの試行錯誤を通して、こどもたちに読ませたい本を選

んでいる。こども時代の自分、成長した自分の視点、だけ

ではなく、家族の意見を聞くなど、多角的な視点から本

を選んでいることを示している。

さらに、こどもたちが本に触れる最初の機会を大切に

し、発達段階に即した本を提供するという立場から、そ

の後のこどもたちの成長をも考慮した選書を目指してい

ることがわかる。選書から情報をどう伝達するかという

学生の表現の深まりや成長が感じられた。

(2) POPづくりに関する学生の感想と考察

-自分にとって POPを作ることが以前から密かな夢だっ

たので、授業で作ることになったときはわくわくした。

'POPの作成にあたってはインパクトのあるもの、人

に読んでみたいと思ってもらえるもの、本の魅力が伝わ

るものなど、どんな POPを作りたいかは思い浮かんだ

が、実際にやってみると意外に難しく時間がかかった。

・自分自身楽しみながら POPを作った。どこがこの本

の重要なポイントかを考えながら、短い文章や絵で伝え

るということは大変だと思った。

・ポスター作りと似ている感覚があった。

-自分で作った POPが実際に本格的に飾る機会をもら

えたことはとても嬉しかった。

'POPを見て、読み手の本に対して関心が生まれ、実

際に借りるきっかけができることが、作り手としてとて

も嬉しいことを実感することができた。

'POP作りは、誰にこの本の何を伝えたいかによって

情報の取捨選択をすることで、見やすくまたインパクト

があり、人の日にとまる POPができることがわかった0

.あまり POPについてじっくり見たことも調べたこと

もなかったので大変面白かった。

〈考察〉

展示に関する感想を学生にたずねる中で、学生が

POPの作成に興味を持っているが、実際に作成して展

示する機会が実は少ないことが明らかになった。学生は

POPを作ることの喜ぴや楽しさを感じるとともに、短

い言葉や絵でその本の魅力を伝えることの難しきも体験

している。図害館を利用する立場から、読警の楽しみや

必要性を伝える立場にたつことで、それぞれの学生が

PRの難しさを改めて知弘実感していることがわかる。

2 展示業務を実際に担当した学生の感想と考察

〈感想〉

・他の学生が作成した POPはそれぞれの個性ゃ工夫が

表れていて見ていて本当に楽しく、勉強になった。

・展示の並べ方にもポイントがあり、見た人が居心地の

いい展示を心がけて、本の向きや見どころとなる開く

べ」ジにも注意をしながら、作業を行った0

・それぞれが選んだ本は授業の中で読んだが、展示をみ

て改めて読み直してみたいと思った。

-今岡展示で自分が作成した POPをさまざまな方にみ

ていただくことができた。貴重な体験が出来ただけでは

なく、学科の先生方から「見たよJI孫に読ませたい」

など直接感想を伺うことができたことはとてもうれし

かった0

・これまでは見ていた側だったが、作る側として参加す

ることができて、楽しい経験をすることができた。

-今回は、ガラスケースに入れてあり、実際に本を手に

取れない場所での展示だったが、中身や表紙を見せる工

夫がしであり、とても見やすかった。

-自分の書いたPOPが展示しであったのが嬉しかった。
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〈考察〉

展示場所やケ」スの制約や特性に応じて本の向きやど

のページを示すか等の細かい工夫が求められることを、

本を展示する過程で体験している。効呆的な見せ方や陳

列する場合の視覚的効果を考えることの難しさに気づい

ている。立場を変えて、様々な状況で多様に対応するこ

とができるのである。いずれも実際に展示を体験しなけ

ればわからない事柄である。

自分が作成した POPの作品を展示することの喜びを

感じただけにはとどまらず、展示を見てコメントを寄せ

てくれた教員や友人との交流を通じて、作り手との新た

な人的な交流や発見が生まれている。

3 関書館スタッフからの感想

図書館兄タッ 7からょせられた感想をみると、今回の

大学構成員の参加型の展示の試みが、好意的に受け止め

られていることがわかる。

〈感想〉

・今後も図書館とコラボレ]ションというかたちで続け

ていくことができると良い。

-このような展示企画があると図書館と学生の聞が身近

に感じられて良い。今後も継続できると良いと思った0

.展示に学生たちの個性が出ていて良かった。

・コメントが学生目線の意見なので、他の学生たちにも

理解されやすかったのではないか。

-カウンタ」で貸間しを求められることがあった。

-図替の選定や演出(構成、 POP等)のパランスがよ

く工夫されていて、館員が行う展示との違いが感じられ

，. 
~。
-自分の企画展示の改善点を振り返るよい機会になっ

，. 
ι 。

-図書の選定以外にも、構成や演出に対する配慮も必要

であることがわかった。

-図書館に来る学生に向けたテ}マの展示だったらより

関心を引くものになったのではと思う。

-学生のオススメ本の展示や企画展示も出来たら良いと

思う。

・インターンシップで大学図害館を訪れた中学生が、

「かわいいJとi言って見入っていた。

〈考察〉

学生と図書館の間が身近に感じられるという感想から

みて、相互の交流という意味でも効果があると考えられ

る。今後もコラボレ}ションとして継続できるとよいと

叩 l加問問問醐大時間開

いう感想からもそれは読み取ることができる。図書館ス

タップが学生の本の選び方や展示の方法に注目している

こと、学生の読書体験やそれぞれの個性の違いを理解し

尊重していることがわかる。図書館員の先輩である本学

の図書館スタッ 7が、今後のコラポレーションの可能性

や企爾展示の改善点を振り返る機会になったというコメ

ントを述べていることは、司警の業務について学んでい

る学生たちにとって、大いなる励みになった。

4 教員からの感想

展示を見た教員の一部から感想を聞くことができた。

次のようなものである。

〈感想〉

・学生のおすすめ本の中に、読んだことのない本が沢山

あるのを見て驚いた。

-普段は書J占でこども向けの本を見る機会は少ないが、

あらためでカラフルで美しい本がならんでいる様子を見

て、こどもの本を読んでみたくなった。

'POPはそれぞれ個性的で自分なりの工夫がこらされ

ていて魅力的だった。たとえば『おなべおなべにえたか

な』の POPなどはタンポポの花が立体的に作られてい

て、お話しの内容とあわせた巧みな工夫が凝らされてい

ることに感心した。

・ガラスケースに入っていて本を手にとることができな

かったが、本のベ}ジを開き、 POPとあわせた紹介が

行われていたので、実際に読んでみたいと思った。

-個性的で素敵な POPが並んでいて、本の面白きを伝

えたいという作り手の気持ちがよく伝わってきた。

〈考察〉

今回展示されている本や POPを見て、教員は学生が

こども時代に読んだ本や大好きだった本、その読書体験

について、関心を持ってみつめ直している。学生が選ん

だ本の内容や POP作品が個性にあふれでいる点、や自分

が伝えたい気持ちを自分なりに創意や工夫を込めて作っ

ていることに、教員がそれぞれ感心するとともに共感し

て、本の展示を見ていることがわかる。

VII.おわりに

大学図書館における大学の構成員による参加盟の展示

の試みとして、筆者が担当している児童サーピス論の授

業の中でこどもたちに読ませたい本を選ぴ、 POPを作

成し、大学図書館に展示するという実践することでたく

さんの成果と課題を得た。



学生はこどもの発達段階に適した遺書の必要牲につい

て理解するとともに、自らのこども時代の読書体験を振

り返って本を選ぴ、自分なりの POPを作成した。

本を選ぶにあたっては、こども時代に読んだことのあ

る本を再び読み返し、大学生になった自分の新たな視点、

で評価して、 POPを作成した。

作成した POPと本をあわせて、大学図書館という場

に展示して紹介することで、利用者に新たな出会いを提

供し、展示という業務の実際を学ぶことができた。学生

は、準備から企画、実施に至る展示実務の過程を経験ナ

ることで、展示の重要性や効果に気づくことができた。

同時に読替の楽しみや必要性を利用者に伝え、理解を求

めて共感を得ることの難しきを改めて学ぶことができた。

今回は大学図書館の協力を得て、作成した作品を授業

内の作品制作や成果だけにとどめず、教室を出て大学図

書館という場に展示することができた。学生たちが、自

らが読書の楽しさをこどもたちと共有し、読書の必要性

を次世代に伝えるにはどのような工夫が必要かを考える

機会を得ることができた。

こうした参加型の展示を実施するにあたっては、展示

の会場設定や必要とする予算の規模、来場者の構成や人

数にも配慮した計画の立案も考慮する必要がある。大学

図書館という場で、学生や教職員が快適に図書館を利用

できるようにそれぞれの視点にたち、総合的な観点から

展示を展開していく必要がある。

大学の構成員である学生や教員と図書館員が自主性宇

多様性に配慮しつつ相互に協力することで、大学図書館

という貴重な場における学びをともに展開できること

が、明らかになった。
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